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アサヒライズ株式会社　エフイーティー事業部
　　〒379-2131 群馬県前橋市西善町2004
　　　　CATZ HOT LINE TEL.027-266-7435
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①　　　　Ｈ.Ｉ.Ｄバルブ
②　　　　コントロールハーネス（ＨＢ4、Ｈ11-8に付属）

③　　　　バラスト
④　　　　バラスト電源線
⑤　　　　Ｈ.Ｉ.Ｄ.システムハーネス
⑥　　　　リレー
⑦　　　　イグナイタ用汎用ステー
⑧　　　　インバータ用汎用ステー
⑨　　　　タイラップ（大・小）
⑩　　　　スペアーヒューズ（１５Ａ）
⑪　　　　ＨＢバルブ用スペーサー（ＨＢ4に付属）
⑫　　　　ギボシオス端子・スリーブ（ＨＢ4、Ｈ11-8に付属）　
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1)本製品はエンジン始動時にオートライトモード（オートライトスイッチON）になっていると、ＨＩＤが点灯しない場合があります。
　これは始動時の車両側電力供給の低下などの要因が関係します。不点灯になった場合、一旦、スイッチをOFFにして再度ONにす
　るとＨＩＤは点灯します。
　※エンジンを止める際にオートライトモードを解除しておく事をお勧めします。
2)アイドリングストップ機能装着車への装着についてアイドリングストップ機能が付いたお車へＨＩＤキットを装着される場合は、バッテリー
　電源線をサブバッテリーではなく、確実に電力の取れるメインバッテリーへの装着をお願いします。
　※一部の車両にはバッテリーが2ヶ搭載されています。
3）アイドリングストップ状態からエンジン始動の際、一瞬、配光にチラツキが起きる場合があります。これはセル始動により車両側の
　電圧が一時的に低下する為に起こる現象です。HIDキットの不良ではありません。
3)コーナーセンサー（ソナー）が装着されている車両の場合、コーナーセンサー（ソナー）が誤作動の可能性があります。

装着前に、必ずご確認ください。

30W フォグHIDキット

取付説明書

バラスト

【H.I.D.バルブ】　タイプ：H3C・HB4・H11-8　【バラスト】　定格入力電圧：DC12V/定格出力　85V、30W

※Ｈ3Ｃはコントロールハーネスが
　バルブハーネスに組付けています。

H3Cタイプ

HB4、H11-8タイプ



イグナイタ

イグナイタステー

インバータステー

車両既存ボルト/ナット

インバータ

※組付けの際、イグナイタ、インバータは、高温になり易い場所や水など掛かり易い場所を避けて車体へ確実に固定して
　　ください。
1）イグナイタを付属のイグナイタ用汎用ステーとタイラップ（大）で、図の様に車体へ組付けてください。（図5）
　※イグナイタを車体へ組付ける際、コーナーセンサー（ソナー）に近づけないでください。誤作動を起こす可能性があります。
2）インバータをインバータ用汎用ステーとタイラップ（大）を使い、固定し車輛へ組付けてください。（図6）
　※車種により取付けの場所や方法が異なりますので固定方法は取付けされる車種ごとにご検討ください。
　　付属のステーを車体の取付け場所に合う様、加工してください。

※イグナイタ、インバータをタイラップなどで固定する場合、両面テープなどを使い固定すると確実に固定できます。

【イグナイタ組付け】（図5）

【インバータ組付け】（図6）

－30℃～85℃

イグナイタ インバータ

・車両によりフォグランプスイッチがOFFの状態でも電圧（12V）
 が常時供給されている車両があります。
 その際は、C部クワ形端子（黒線）をカットし、付属のギボシ端
 子に付け替えて、コントロールハーネスのマイナス側の端子
 と接続してください。

H.I.D. システムハーネス配線図リレーあり(HB4、H11-8)

　H.I.D. バルブ

リレー

バラスト電源ハーネス

システムハーネス

車両側バルブコネクター
( プラス側へ接続 )

　HB4コントロールハーネス
※H11－8バルブは、コネクター
　形状が、異なります。
　右記、「車両側コネクター接続方
　法」を参照。

ミニブレード
ヒューズ (15A)

ミニブレード
ヒューズ (15A)

バッテリープラス端子に接続

ボディーアースへ接続

車両側コネクターと接続方法
○HB4、H11-8タイプの場合

A

車両コネクターに「コントロールハーネス」を接続して下さい。
テスター等を使い、車両側コネクターのプラス側を確認して下
さい。
プラス側が確認できましたら、「コントロールハーネス」
ギボシ (メス )と「システムハーネス」のギボシA(オス )と
接続して下さい。
余った配線は、絶縁テープを使い、絶縁処理を行なって下さい。

車両側バルブコネクター
(プラス側へ接続 ) コントロールハーネス

B

◎装着前のH.I.D. バルブの点灯確認の際は、点線内の部品を使い、点灯確認を行なって下さい。

※1

※1

※1

プラス側と接続

キボシ (メス )

アイドリングストップ機能が付いたお車へＨＩＤキットを装着さ
れる場合は、バッテリー電源線をサブバッテリーではなく、確実
に電力の取れるメインバッテリーへの装着をお願いします。
※車両によりエンジンルームにバッテリーが2ヶ搭載されています。

アイドリングストップ機能装着車への装着について

○HB4、H11-8タイプアースを車両コネクターに接続する場合
リレーハーネスC部配線のクワ形端子をカットし、付属のギボシ端
子に付け替えて、コントロールハーネスのマイナス側の端子と接
続してください。

C部

マイナス側と接続

黒線

赤線

イグナイタ インバータ

・車両によりフォグランプスイッチがOFFの状態でも電圧（12V）
 が常時供給されている車両があります。
 その際は、C部丸端子（黒線）をカットし、付属のギボシ端子に付
 け替えて、コントロールハーネスのマイナス側の端子と接続し
 てください。

バラスト電源ハーネス直接配線図リレーなし (HB4、H11-8)

H.I.D. バルブ

バラスト電源ハーネス

車両側バルブコネクター
( プラス側へ接続 )

　HB4コントロールハーネス
※H11ー8バルブは、コネクター
　形状が、異なります。
　右記、「車両側コネクター接続方
　法」を参照。

ミニブレード
ヒューズ (15A)

ボディーアースへ接続
車両側コネクターと接続方法

○HB4、H11-8タイプの場合

A

車両コネクターに「コントロールハーネス」を接続して下さい。
テスター等を使い、車両側コネクターのプラス側を確認して下
さい。
プラス側が確認できましたら、「コントロールハーネス」
ギボシ (メス )と「バラスト電源ハーネス」のギボシA(オス )
と接続して下さい。
余った配線は、絶縁テープを使い、絶縁処理を行なって下さい。

車両側バルブコネクター
(プラス側へ接続 ) コントロールハーネス

◎装着前のH.I.D. バルブの点灯確認の際は、点線内の部品を使い、点灯確認を行なって下さい。

※1

プラス側と接続

キボシ (メス )

○HB4、H11-8タイプアースを車両コネクターに接続する場合
バラスト電源ハーネスC部配線の丸端子をカットし、付属のギボシ
端子に付け替えて、コントロールハーネスのマイナス側の端子と
接続してください。

C部
黒線

赤線

※プラス、マイナスを逆接続すると、バラストの故障原因と
　なりますので、必ず、テスター等で検電を行なってから
　接続を行なってください。

※注意
車両により、バッテリー電圧比べコネクター電圧が
低い場合があります。
また、オートライト、アイドリングストップからエンジ
ン始動時、電圧が安定しない車両では、システムハー
ネスをご使用ください。
発光色のバラつきや、正常に作動しない場合があり
ます。

1）　システムハーネスにリレーを接続してください。
2）　リレー本体を水など掛かりにくい適切な場所へボルト・ナットなどで確実に車両に固定してください。
　　　固定する際、リレーカプラーのハーネスが下側になる様に固定してください。（リレーを固定する際、接続するハー
     ネスの届く範囲で固定してください）（ボルト・ナットは付属されておりません）
3）　システムハーネスから出ているギボシ端子（メス）Bとバラスト電源ハーネスギボシ端子（オス）B’に接続してください。
   　バラスト電源ハーネスのコネクターをバラストに接続してください。
4）　システムハーネスのギボシ端子（オス）Aとコントロールハーネスギボシ端子（メス）のプラス側と接続してください。
     クワ形端子（黒線）Cは車両ボディーアース又は、バッテリーマイナス端子に接続してください。※車両カプラーの
    検電を行なってから接続してください。車両によっては、フォグランプスイッチがOFFの状態でも電圧（12V)が常時供
    給される車両があります。その際は、システムハーネスクワ形端子（黒線）C部をカットし、車両側フォグランプのマイナ
   ス端子へギボシ端子に加工し接続してください。
5）　システムハーネスのクワ形端子（赤線）（ヒューズケースのついている配線）をバッテリーのプラス端子へ接続して
     ください。
　　　※ヒューズケースの配線は、必ず、下側になる様にタイラップ等でエンジンルーム内の適切な場所へ取付けてく
         ださい。

※アイドリングストップ車、ハイブリッド車両又は、車両
　側バルブ電源が安定しない車両へ取付けの場合、シ
　ステムハーネスをご使用ください。

※車両側フォグランプヒューズが10A以下の
　場合、交換が必要になります。左右共通の場
　合、15A以上のヒューズに交換してください。

【HB4バルブ注意事項】
【HB4のフォグランプへ装着する場合】
バルブメーカーやフォグランプの形状により、CATZ H.I.D　HB4バルブを装着するとバルブを
押込む方向に緩い場合があります。
その様な場合、下記の手順に従い、付属のスペーサーを取付け、フォグランプに装着してください。
※スペーサーの装着は、無理に行うとバルブ本体の破損させることがありますので、取付けには、
　十分ご注意ください。この作業に起因する不具合は、クレームとしてお受けできません。
≪スペーサーを装着する場合≫


